
～かけがえのない自己の人生に目を開き、
たくましく自己実現していく生徒の育成～
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子どもたちに贈る言葉の花束より
３年生を送る会について

言葉は手に似ているとおもう。 ３月２日（木）５、６校時に本校体育館
固めて人を突くことも、 にて、生徒会主催の３年生を送る会を下
広げて人を抱くこともできる。 記の内容で予定しています。
そのように、言葉にも突き刺す言葉と ・開会行事
抱き寄せる言葉とがある。 ・１年生の発表

上田三四二（歌人） ・２年生の発
「私の人生手帳」より ・スライドショ－

・３年生合唱
・職員発表

上田さんの三四二という名前は祖父が三四郎で、 ・閉会行事
父親が勇二で、二つ合わせて三四二とつけられたら
しい。京都大学の医学部を卒業後、文芸の道に進み
歌人として、文芸評論家として、また作家として活 卒業証書授与式
躍されて、昭和６４年の１月８日に６５歳で亡くな 曲・指揮者・伴奏者紹介
った。
標題の言葉に続けて「突き刺す言葉がいちがいに

悪いともいえない。言葉にははたらきとしてそれが 卒業の歌「 春に」
必要なこともしばしばある」と上田さんは言葉の効 指揮者：飯尾 紫音（３年２組）
用を述べている。今は優しい言葉、曖昧な言葉が好 伴奏者：内山 奈菜（３年３組）
まれている。人を傷つけるような言葉を使わないよ
うに気を配り、その人のミスを指摘するにしても人 送別の歌「いのちの歌」
間関係を損なうことのないように曖昧な言葉を使う。 指揮者：髙塚 柚奈（２年１組）
だから、人に不愉快な感じを与えても平気な人は、 伴奏者：片岡 彩乃（２年４組）
いつまでたっても自分の欠点に気づかずにいる。そ
んな人には、時には勇気をもって「突き刺すような 卒業生合唱「 群青」
言葉」で反省を求める必要がある。でも、これがな 指揮者：齊藤 紗也（３年２組）
かなかできない。上田さんもさらに続けてこう述べ 伴奏者：江澤 侑里（３年４組）
ている。「しかし言葉は発生のはじめから、敵にたい
する威嚇よりは仲間にたいする呼びかけを主として
いる。言葉の働きは抱き寄せることにある。」 各種大会結果
手には温かい手と冷たい手がある。体質だから仕

方がないが、手の冷たい人は大抵「でも、心は温か ☆東金市卓球選手権大会
いですよ」という。人は温もりを求める生き物であ 中学生男子シングルス
る。教育の世界では特に心のこもった温かい言葉を 優勝 大友 創介（２年２組）
使うように日頃から自覚して生活したいものだ。 ３位 門本 透輝（２年４組）

佐藤 允彦先生の文より抜粋 中学生女子シングルス
準優勝 中村 彩乃（１年３組）

先月号に引き続いて「言葉」につ 中学生ダブルス
いての文を選んでみた。標題の文を ３位 中村 彩乃（１年３組）
何度も読み返してみると改めて、言 瀨川愛唯菜（１年２組）
葉には重みがある。自分の経験でも
仕事上、多くの先輩からたくさんの ３位 植松 鈴葉（１年３組）
言葉をいただいた。当然、優しい言 土屋有衣香（２年３組）
葉もあればきつかった言葉もある。しかし、ある程
度経験を積んできて、その言葉の真意がかわるよう ☆ソフトボ－ル部
になり、今は感謝いっぱいである。今から２２年前、 第２回ＲＥＩＭＥＩ ＣＵＰ ソフトボ－ル大会
教員としてスタ－トとしたときの校長先生に「教員 予選リ－グ
は最初の３年間で資質が決まるからそのつもりで仕 対 志津中学校 ４－２ 勝利
事をしなさい」と言われて、がむしゃらに仕事をし 対 東総１年選抜 ６－２ 勝利
たことを思い出した。言葉を通して、一喜一憂する 決勝リ－グ
ことがある。相手に対して「心」を込めて話をして 対 四街道中学校 ３－２ 勝利
いきたい。 対 臼井中学校 ２－４ 惜敗
４８号に引き続き、私自身が３学年主任時代(平成 準優勝

２５年)の学年だよりの一部を掲載させていただきま 優秀選手賞 小林 みりあ（２年１組）
した。



☆駅伝部（陸上競技部・バスケットボ－ル部） ☆バドミントン部
千葉県中学校新人駅伝大会 第３４回千葉県中学校バドミントン１年生大会

個人戦
男子７０位 男子シングルス

出場（登録）メンバ－ 石栗 翼（１年１組）１回戦惜敗
三浦 瑠心（２年１組） 長野 晴輝（１年２組）１回戦惜敗
関本 一希（２年１組） 川島 大知（１年４組）１回戦惜敗
原島 丞維（２年２組）
中野 優星（２年３組） 女子シングルス
土屋 祐斗（２年３組） 下池 茉那（１年２組）３回戦進出
小島 岳浩（１年１組）
中根 唯吹（１年４組） ☆柔道部
成瀬蒼桜斗（１年５組） 東金市近隣中学校柔道大会
石島 大煌（１年５組） 男子団体戦

予選リ－グ
女子６６位 対 富士見中学校 １－４ 惜敗

出場（登録）メンバ－ 対 東金西中学校 １－４ 惜敗
斉藤 琴寧（２年１組） 対 銚子西中学校 １－４ 惜敗
比嘉 愛美（２年２組）
中村 優菜（２年２組） 予選リ－グ惜敗
片岡 彩乃（２年４組）
田代 瑞樹（２年４組） 女子団体
関 里乃愛（２年４組） 予選リ－グ

対 旭第二中学校 ２－１ 勝利
対 富士見中学校 ０－３ 惜敗
対 銚子第一中学校３－０ 勝利

予選リ－グ２位
決勝ト－ナメント

対 九十九里中学校・成東東中学校合同チ－ム

０－２ 惜敗

３位


